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本端末のご利用について 


• 本端末は、 W-CDMA • GSM/GPRS • 無線 LAN 
方式に对応しています。 

• 本端末は無線を利用しているため、トンネル•地 
下-建物の中などで電波の届かない所、屋外でも 
電波の弱い所および FOMA サービスエ U ア外では 
ご使用になれません。また、高層ビル•マンショ 
ンなどの高層階で見晴5しのよい所であってもご 
使用になれない場をびあります。なお、電波び強 
く電波状態アイコンび4本表示されている状態で、 
移動せずに使用している場をでち通話が切れるこ 
とがありますので、ご了承ください。 

• 本端末は電波を利用している関係上、第王者によ 
り通話を傍夏されるケースちないとはいえません。 
しかし、 W-CDMA • GSM / GPRS 方式では秘話機 
能をすべての通話について自動的にサポートしま 
すので、第=者び受信機で傍夏したとしても、た 
だの雑音としか聞を取れません。 

• 本端末は、音声をデジタル信号に変換して無線に 
よる通信を行っていることから、電波状態の悪い 
戸斤へ移動するなど、送信されてさたデジタル信号 
を正確に復元できない場合には、実際の音声と異 
なって聞こえる場をびあります。 

-お客様ご自身で本端末に登録された情報内容（連 
絡先、スケジュール、メモなど）は、別にメモを 
取るなどして保管してくださるよラお願いします。 
本端末の故障や修理、機種変更やその他の取り扱 
いなどによって、万が一、登録された情報内容び 
消失してしまラことがあってち、当社としては責 
任を負いかねますのであらかじめご了承<ださい。 

• 本端末はパソコンなどと同様に、お客様びインス 
トールを行ラアプリケーションなどによっては、 
お客様の端末の動作び不安定になった0、お客様 
の位置情報や本端末に登録された個人情報などが 
インターネットを経由して外部に発信され不正に 
利用されたりする可能性びあります。このため、 

ご利用されるアプリケーションなどの提供元およ 
び動作状況について十分にご確認の上ご利用くだ 
さい。 

• 大切なデータは microSD カードおよびパソコンに 
保をずることをおすすめします。 

• 本端末は、 F 日 MA プラスエリアおよび FOMA 八イ 
スピードエ U アに対応しております。 

• 本端末は i モードのサイト（番組）への接続 、 i 
アプ U などには対応しておりません。 

• 本端末では、 SP モードメール、 i チャネル等、当 
社の指定するアプリケーションのみびご利用にな 
れまず。 Google 円 ay からアプ U ケーションをダ 
ウン□ー ドし、ご利用いただくことはでさません。 
また、マッス Gmail 等、 Go 日旨 le 社び提供するア 
プ U ケーシヨンについてちご利用になれません。 


•本端末は、データの同期和最新ソフトウてアバー 
ジョンをチェックするための通信やヴー(一との 
接続を維持するための通信などを一部自動的に行 
ラ仕様となっています。また、アプリケーション 
のダウン□ー ドや動画の視聴などデータ量の大さ 
し、通信を行ラと、パケット通信料が高額になりま 
すので、パケット定額サービスのご利用を強<お 
すすめします。 

•本端末では、マナーモード中でち、シャッター音、 
写真撮影のオートフォーカス□ック音、セルフタ 
イマーのカウントダウン音、目 luetoothLE 設定の 
Find me 通知音は消音されません。 

• 本端末のソフトウェアを最新の状態に更新するこ 
とびでさます。 -P.20 

•端末の品質改善に対応したアップデートや、オペ 
レーティングシステム （0 S ) のバージョンアップ 
を行ラことびあります。バージョンアップ後に、 
ちい K ージョンで使用していたアプ1」ケーション 
び使えな<なる場合や意図しない不具合び発生す 
る場をがあります。 

• microSD 力ードや端末の容量びいっぱいに近い状 
態のとさに、起動中のアプ U ケーションび正常に 
動作しなくなる場をびあります。そのとをは保存 
しているデータを削除して < ださい。 

• 紛失に備え画面□ックの暗証番号やパスワードを 
設定し、端末のセキュリティを確保してください。 

• 本端末では、ドコモ miniUlM 力ードのみご利用に 
なれます。ドコモ UIM カード、 FOMA カードをお 
持ちの場合には、ドコモショップ窓口にてドコモ 
miniUlM カードにお取り替えください。 

• sp モード 、 mopera U およびビジネス mopera イ 
ンターネットじ(外のプ□バイダはサポートしてお 
りません。 

• ご利用時の料金など詳細についでま、 http :// 
www . nttdocomo . co . jp / をご覧く ださい。 
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まを上のごま意（化ずお守り 
<ださい） 


ご使巧の前に、この r 安全上のごを意」をよくお 
読みの上、正し<お使いください。また、お読み 
になった後は、大切に保管してください。 

ここにおしたミ主意事項は、お使いになる人や、他 
の人へのを害、財産への損害を未然に防ぐための 
内容を記載していますので、必ずお守り<ださい。 
次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使 
用をした場合に生じる危害や損害の程度を説明し 
ています。 


A を険 

この表示は、取り扱いを誤った場合、 
「死亡または重傷を負ラ危険び切迫し 
て生じることび想定される」内容で 
す。 

A 警告 

この表示は、取り扱いを誤った場合、 
「死亡または重傷を負ラ可能性び想定 
される」内容です。 

A を意 

この表示は、取り扱いを誤った場を、 
「軽傷を負ラ可能性び想定される場合 

わよけ咖約垣まのを化わ'け目巧ホわス1 


内容です。 


次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明 
しています。 


■「をを上のごま意」は次の項目に分けて説明して 
いまず。 

本端末、電池パック、アダプタ、卓上ホルダ、ドコモ 


miniUlM 力ードの取り扱い（共通） . 3 

本端末の取り扱い . 4 

電池パックの取り扱い . 巳 

アダプタ、卓上ホルダの取り扱い . 6 

ドコモ miniUlM カードの取り扱い . 6 

医用電気機器近 < での取り扱い . 7 

材質一覧 . 7 


♦本端末、電池パック、アダプタ、卓 
上ホルダ、ドコモ miniUlM 力ードの 
取り巧い（共通） 


水危険 

Q 高温になる場所（火のそば、暖房器具のそば、 
こたつの中、直射日光の当たる場所、炎天下 
の車内など）で使用、保管、放置しないでく 
ださい。 

火ぶ、やけど、けびの原因となります。 


べ^電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に 
^入れないでください。 

火ぶ、やけど、けび、感電の原因となります。 


^ 分解、 改造をしないでください。 

义災、やけど、けび、感電の原因とな D ます。 


Q 

禁止 

禁止（してはいけないこと）を示します。 

($) 

體止 

分解してはいけないことを示す記号です。 

喔） 

水濡〇禁止 

水びかかる場所で使用したり、水に濡らし 
たりしてはいけないことを示す記号です。 

(§) 

晶れ手禁止 

濡れた手で扱ってはレけないことを示す記 
号です。 


〇 

指示 

指示に基づ < t 子為の強制（必ず実行してい 
ただくこと）を示します。 

を 

電おフラ 
ブ鋪く 

電源プラグをコンセントから扳いていただ 
くことをおす記号です。 


喔) 

水請れ禁止 


水や飲料水、ぺットの尿などで濡5さないで 
<ださい。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 
防水性能についてはこちらをご参照ください。^ 
P.12 


〇 本端末に使用ずる電池パックおよびアダプタ 
は、 NTT ドコモび指定したものを使用してく 
ださい。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 

A 警告 

Q 強い力や衝撃を与えた0、投げ付けたりしな 
いで < ださい。 

火ぶ、やけど、けび、感電の原因となります。 


べ^巧電端デや外部接続端子、ステレオイヤホン 
^端子に導電性異物（金属片、銷筆のおなど） 
の を接触させないでください。また、内部に入 
れないで < ださい。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 
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^ 使用中ゃ巧電中に、巧回などで覆ったり、包 
ぶ んだ〇しないで<ださい。 

乂災、やけどの原因となります。 


♦本端末の取 D 巧い 


A 警告 


A ガソリンスタンドなど引义性ガスび発生ずる 
1?場所に立ち入る場合はおず事前に本端末の電 
源を切り、巧電をしている場合は中止してく 
ださい。 

ガスに弓 I 火する恐れびありまず。 
ガソリンスタンド構内などでおサイフケータイを 
ご使用になる隙は必ず事前に電源を切った状態で 
使用してください。 

(おサイフケータイ□ック設定を設定されている 
攝をには□ックを解除した上で電源をお切りくだ 
さい） 





使用中、巧電中、保管時に、異臭、発熱、変 


ちに次の作業を行ってください。 

• 電源プラグをコンセントやシガーライターソ 


ケットから巧く。 

• 本端末の電源を切る。 

• 電池パックを本端末から取りがず。 

火ぶ、やけど、けび、感電の原因となります。 


A 注意 

Q ぐ5ついた台の上や傾いた場所など、不安定 
な場所には置かないでください。 

落下して、けがの原因となります。 


^赤外線ポートを目に向けて送信しないでくだ 

ぶさぃ。 

目に悪影響を及ぼす原因となります。 


Q 赤が線通信使用時に、ホが線ポートを赤外線 
装置のついた家電製品などに向けて操作しな 
爪立 いで<ださい。 

ホ列線装置の誤動作により、事故の原因となりま 
す。 


。ライトの発光部を人の目に近づけて点灯発光 
^させないでください。特に、乳幼巧を撮影ず 
るときは、 Im 切上離れてください。 

視力障害の原因となりまず。また、目び<らんだ 
り驚いたりしてけびなどの事故の原因となりま 
す。 


べ^本端末内のドコモ miniUlM 力ードや 
^ microSD 力ード挿入□に水などの液体や金属 
〜片、燃えやずいちのなどの異物を入れないで 
<ださい。 

火災、やけど、けび、感電の原因となります。 


Q 自動車などの運転者に向けてライトを点なし 
ないで < ださい。 

運乾の妨げとなり、事故の原因となります。 


Q 湿気やほこりのをい場所や高温になる場所に 
は、保管しないでください。 

St 火災、やけど、感電の原因とな D ます。 


子供が使用する場合は、保護者が取0巧いの 
V方法を教えてください。また、使用中におい 
てち、指示どおりに使用しているかをご確認 
<ださい。 

けびなどの原因となります。 


乳幼巧の手の面かない場所に保管して < ださ 
し、。 

誤って飲み込んだり、けびなどの原因となったり 
します。 


〇 本端末をアダプタに接続した状態で長時間運 
続使用される場合には特にごを意ください。 

充電しなびらアプ U ケーシヨンや通話、ワンセグ 
視聴などを長時間行ラと本端末や電池パック•ア 
ダプタの温度び高<なることびあります。 

温度の高い部分に直接長時間軸れるとお客様の体 
質や体調によっては肌に赤みやかゆみ、かぶれな 
どが生じたり、な温やけどの原因となった0ずる 
恐れびあります。 


〇 祈空機内や病院など、使用を禁止された区域 
では、本端末の電源を切ってください。 

電子機器や医用電気機器に悪影響を及ぼす原因と 
なります。 

医療機関内における使用については各医療機関の 
指示に従って < ださい。 

航空機巧での使用などの禁止行為をした場含、法 
ちにより罰せられます。 

ただし、電波を出さない設定にすることなどで、 
機内で本端末び使用でをる場合には、航空含社の 
指示に従ってご使用ください。 


A 八ンズフリーに設定して通話ずる際や、着信 
音が鳴っているときなどは、おず本端末を耳 
か6離してください。 

また、イヤホンマイクなどを本端末に装着し、 
ゲームや音楽再生などをずる場ちは、適度な 
ボリュームに調節してください。 

音量び大さすざると難聴の原因となりまず。 

また、周囲の音び間こえに<レと、事故の原因と 
なります。 


かむ臓の弱いちは、着信バイプレータ（振動) 
Vや着信音量の設定にま意して<ださい。 

む臓に悪影響を及ぼす原因となります。 


A 医用電気機器などを装着している場合は、医 
V用電気機器 メーカち しくは販売業をに、電波 
による影響についてご確認の上ご使用くださ 
い。 

医用電気機器などに悪影響を及ぼす原因となりま 
す。 
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〇 高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子機 
器の近くでは、本端末の電源を切ってくださ 

巧のし1 

電子機器び誤動作ずるなどの悪影響を及ぼす原因 
とな0ます。 

《ごを意いたださたい電子機器の例 
補聴器、植込み型/な臓ペースメーカおよび植込み 
型除細動器、その他の医用電気機器、火が報知器、 
自動ドア、その他の自動制御機器など。 

植込み型む麻ペースメーカおよび植込み型除細動 
器、その他の医巧電気機器をご使用されるちは、 
当該の鲁医用電気機器メーカちし < は販売業者に 
電波による影響についてご確認ください。 


〇 ディスプレイを見る際は、十分明るい場巧で、 
画面か5ある程度の距離をとってご使用くだ 

巧のさぃ。 

視力低下の原因となります。 

♦電池パックの取 D 巧い 


■ 電池パックのラベルに記載されている表示によ 
り、電池の種類をご確認ください。 


表示 

電池の種類 

Li-ion 00 

1」チウムイオン電池 


A 万が一、ディスプレイ部やカメラのレンズを 
If 破損した際には、割れたガラスや露出した本 
端末の内部にごま意ください。 

ディスプレイ部やカメラのレンズの表面には、プ 
ラスチックパネルを使用しガラスび飛散りに<い 
構造となっておりますび、誤って割れた破損部や 
露出部に触れますと、けびの原因となります。 


A ち険 

Q 端子に針金などの金属類を接軸させないでく 
ださい。また、金属製ネックレスなどと一緒 
示と に持ち運んだり、保营したりしないでくださ 
い。 

電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因とな 
0ます。 


A 注意 

0 アンテナ、ストラップなどを持って本端末を 
振り回さないでください。 

〜本人や他の人に当たり、けびなどの事故の原因と 
な0ます。 


Q 本端末び破損したまま使用しないでくださし、。 

乂災、やけど、けび、感電の原因となります。 


Q モーシヨンセンサーのご使用にあたっては、 
おず周囲のを全を確認し、本端末をしっかり 
〜^と握り、必要 1 U 上に振り回さないでください。 

けびなどの事故の原因となります。 



誤ってディスプレイを破損し、液晶び漏れた 
場合には、顔や手などの皮膚につけないでく 
ださい。 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 
液晶び目や□に入った場合には、すぐにをれいな 
水で洗い流し、直ちに医師の診断を受けて<ださ 


い。 

また、皮膚やお類に付着した場台は、すぐにアル 
コールなどで巧を取り、石験で水洗いしてくださ 
い。 


〇 自動車内で使用ずる場台、自動車メーカちし 
くは販売業智こ、電波による影響についてご 
確認の上ご使用ください。 

車種によっては、まれに車載電子機器に悪影響を 
及ぼず原因とな0ますので、その場合は直ちに使 
用を中止してくださレ。 


Q 電池パックを本端末に取 D 巧けるとをは、電 
池パックの向きを確かめ、ラまく取り付けで 
。化 きない場合は、無理に取り付けないでくださ 
い。 

電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 


^火の中に投下しないでください。 

電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因とな 
禁止ります。 


Q 釘を刺したり、 A ンマーで日口いたり、踏みつ 
けた D しないで< ださい。 

電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因とな 
0ます。 





電池パック内部の液体などが目の中に入った 



た後、直ちに医師の診療を受けてください。 


失明の原因となります。 


A 警告 

^落下による変おや傷などの異常が見5れた場 
^合は、絶孙こ使用しないでください。 

^ 電池パックの発义、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 


〇 

指示 


電池パックが漏液したり、異臭がしたりずる 
ときは、直ちに使用をやめて乂気から遠ざけ 
て < ださい。 

漏液した液体に引火し、発火、破装の原因となり 


ます。 


〇 お客様の体質や体調によっては、かゆみ、か 
ぶれ、ミ面寝などび生じることびあります。臭 
E 〜状が生じた場合は、直ちに使用をやめ、医師 
の診療を受けてください。一「材質一覧 
( P .7)」 


A ぺットび電池パックに陋みつかないよラごま 
夕意くださぃ。 

電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因とな 
ります。 
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A ま意 

0 —般のコミと一緒に捨てないでください。 

発火、環境破壊の原因となります。不要となった 
電池パックは、端子にテープなどを貼り、絶縁し 
てからドコモショップなど窓□にお持ちいただ< 
か、回収を行っている市町村のおおに従ってくだ 
さい。 


( C \ 濡れた電池パックを使用したり充電したりし 
^ないで < ださい。 

電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因とな 
0ます。 


〇 電池パック内部の液体などが漏れた場合は、 

顔や手などの皮膚につけないでください。 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 
液体などび目や□に入った場合や、皮膚やあ類に 
付着した場合は、すぐにをれいな水で洗い流して 
<ださい。 

また、目や□に入った場合は、洗ミき後直ちに医師 
の診断を受けて < ださい。 

♦アダプタ、卓上ホルダの取0巧い 


A 警告 


0 

禁止 


アダプタのコードび傷んだ5使用しないで< 
ださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 



AC アダプタや卓上ホルダは、風呂場などの湿 
気のをい場所では使用しないでください。 

火災、やけど、感電の原因となります。 



DC アダプタはマイナスアース車専用でず。プ 
ラスアース車には使用しないでください。 

乂災、やけど、感電の原因となります。 


Q 

禁止 


雷び鳴り出した!5、アダプタには軸れないで 
<ださい。 

感電の原因とな D ます。 


Q コンセントやシガーライターソケットにつな 
いだ状態で充電端子をショートさせないでく 
ださい。また、充電端子に手や指など、身体 
の一部を軸れさせないでください。 

火災、やけど、感電の原因とな D ます。 


^アダプタのコードの上に重いちのをのせない 
Vで< ださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


べ^コンセントに AC アダプタを抜き差しずるとを 
^は、金属製ストラップなどの金属類を接軸さ 
せないで< ださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


〇 指定の電源、電圧で使用してください。 

また、海外で巧電ずる場ちは、海外で使用可 
h 〜能な AC アダプタで巧電してください。 

誤った電圧で使用すると火災、やけど、感電の原 
因となりまず。 

AC アダプタ： AC 100 V 
DC アダプタ： D 巳] 2 V • 24 V (マイナスアース 
車専用） 

海列で使用可能な AC アダプタ： AC 100 V 〜 
240 V (家庭用交流コンセントのみに接続する 
こと） 


A DC アダプタのヒューズび万び一切れた場ち 
^は、必ず指定のヒューズを使用してください。 

火が、やけど、感電の原因となります。指定 
ヒューズに関しては、個別の取扱説明書でご確認 
<ださい。 


〇 電源プラグについたほこりは、拭を取ってく 
ださい。 

火ぶ、やけど、感電の原因となります。 


O AC アダプタをコンセントに差し込むときは、 
確実に差し这んでください。 

火ぶ、やけど、感電の原因となります。 


〇 電源プラグをコンセントやシガーライターソ 
ケットか5抜く場合は、アダプタのコードを 
無理に引っ張!5ず、アダプタを持って巧いて 
<ださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


C 長時間使用しない場台は、電源プラグをコン 
セントやシガーライターソケットか!5巧いて 
ください。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


万び一、水などの液体び入った場合は、直ち 
^にコンセントやシガーライターソケットか5 
«<電源プラグを抜いてください。 

火が、やけど、感電の原因となります。 


C お手入れの際は、電源プラグをコンセントや 
シガーライターソケットか6巧いて巧ってく 

ヴ挪く ださい。 

火が、やけど、感電の原因となります。 

♦ ドコモ miniUlM 力ードの取り巧い 


A 注意 


〇 

指示 


ドコモ miniUlM 力ードを取り外す際は切断面 
にごま意ください。 

けびの原因となります。 


濡れた手でアダプタのコード、卓上ホルダ、 
コンセントに軸れないでください。 

火災、やけど、感電の原因となります。 
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♦ 医用電気機器巧 < での取り巧い 

■本記載の内容は「医用電気機器への電液の影響 
を防止ずるための携帯電話端末等の使用に関ず 
る指針 J (電波環境協議会）に準ずる。 

細告 

〇 医療機関の屋内では次のことを守って使用し 
て < ださい。 

h 〜.手術室、集中治療室（に U )、 冠状動脈疾患監 
視病室 CCCU ) には本端末を持ち込まないで 
<ださい。 

• 病棟内では、本端末の電源を切って<ださい。 

• □ビーなどであってち付近に医用電気機器びあ 
る場台は、本端末の電源を切ってくださレ。 

• 医療機関が個々に使巧禁止、持ち込み禁止など 
の場所を定めている場をは、その医療機関の指 
示に従って < ださい。 


〇 満真電車の中など混雑した場所では、付近に 
植込み型む臓ペースメーカおよび植这み型除 
h 〜細動器を装着しているちびいる可能性びあり 
ますので、本端末の電源を切ってください。 

電波により植込み型む臓ペースメーカおよび植込 
み型除細動器の作動に悪影響を及ぼす原因とな0 
ます。 


〇 植込み型む臓ぺースメーカおよび植这み型除 
細動器などの医用電気機器を装着されている 
h 〜場ちは、装着部か5本端末は 22 cmJ ； U : 離し 
て携行および使用してください。 

電波によじ医巧電気機器の作動に悪影響を及ぼす 
原因となります。 


A 自宅療養などによ0医療機関の外で、植込み 
1?型む臓ペースメーカおよび植込み型除細動器 
政がの医用電気機器を使用される場ちには、 
電波による影響について個別に医用電気機器 
メーカなどにご確認ください。 

電波によじ医巧電気機器の作動に悪影響を及ぼす 
原因となります。 


♦巧質一覧 


使用箇所 

材質 

表面処理 

タッチパネル 

強化ガラス 

なし 

が装ケース 

フ□ント 
ケース 

PA - GF 棚目 

アク U ル系 uv 
硬化塗装処理 

IJ アケース 

PC - GF 棚宣 

アク U ル系 UV 
硬化塗装処理 

IJ アカバー 

PC - GF 棚宣 

アク U ル系 UV 
硬化塗装処理 

ホームボタン 

PC 刷言 

不連続蒸着+ア 
ク1」ル系 UV 硬 
化塗装処理/ア 
ク U ル系 UV 硬 
化塗装処理/シ 
ルク印刷/ホッ 
トスタンプ 

ワンセグア 
ンテナ 

アンテナ先 
端部 

PC + A 巨 S 樹 
脂 

なし 

パイプ部 

ステンレス鋼 

なし 

根元屈曲部 

ニッケルチタ 
ン合金 

なし 

根元回転部 

ステンレス鋼 

ニッケルメッキ 

アウトカメ 

パネル 

アク U ル樹脂 

なし 

IJ ング 

PC 棚旨 

不連続蒸着十ア 
ク U ル系 UV 硬 
化塗装処理 

サイドボタン 

PC 樹脂 

アク U ル系 UV 
硬化塗装処理 

が部接続端テキャップ 

PU 討脂+ポ 

IJ ウレタンエ 
ラストマー樹 
脂 

シボ+アクリル 
系 UV 硬化塗装 
処理/アクリル 
系 UV 硬化塗装 
姐理 

充電端子 

PPS 翻旨+ 
ステンレス鋼 

金六ッキ 

電池パック 

本体 

PC 樹脂 

なし 

端テ部 

ベ UU ウム銅 

金メッキ 

ラベル 

PET 

黒色印刷文字 


■卓上ホルダ F 38 


使用箇所 

材質 

表面処理 

外装ケース 

上ケース 

ABS 翻旨 

なし 

下ケース 

冉 BS 棚言 

なし 

フ〇ント 
フック 

P 日 M 棚旨 

なし 

サイドフッ 
ク 

POM 樹脂 

なし 

充電端子 

端子レバー 

POM 欄胃 

なし 

接点部 

C 5191 W-H 

金方ツキ 

3ム足 

PORON 

なし 
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取 0 扱い上のごま意 


♦共通のお願い 

• F -1 吕 D は防水/防塵性能を有しておりまずが、端 
末内部に水や粉塵を侵入さはたり、付属品、ォプ 
シヨン品に水や粉塵を付着させたりしないで<だ 
さい。 

-電池パック、アダプタ、卓上ホルダ、ドコモ 
miniUlM カードは防水/防塵性能を有しておりま 
せん。風呂場などの湿気のをい場所でのご使用 
や、雨などびかかることはおやめ<ださい。また 
身に付けている場合、汗による湿気により内部び 
腐食し故障の原因となります。調査の結果、これ 
5の水磊れによる故障と判明した場合、保証巧象 
がとなり修理でさないことびありますので、あら 
かじめご了承ください。なお、保証対象外ですの 
で修理を実施でさる場をでも有料修理となりま 
す。 

• お手入れは乾いた柔5かいな（めびねおきなど） 

で巧いてください。 

-乾いた巧などで強く擦ると、ディスプレイに傷び 
つく場をびあります。 

-ディスプレイに水滴やミちれなどが付着したまま放 
置すると、シミになることびあります。 

-アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで巧 
<と、印刷び消えたり、色びあせたりすることび 
あります。 

• 端子は時々乾いた綿棒などで清掃してください。 

-端テびミちれていると接触び悪くなり、電源び切れ 
たり充電不十分の原因となったりしますので、端 
テを乾いた綿棒などで巧いて<ださい。 

また、清掃する際には端子の破損に十分ごミ主意く 
ださい。 

• エアコンののき出し□の近くに置かないでくださ 
い。 

-急激な温度の変化により結露し、内部び腐食し故 
障の原因となります。 

• 本端末や電池/ くックなどに無理な力がかか6ない 
よラに使用してください。 

-多<のちのび詰まった荷物の中に入れたり、巧類 
のポケットに入れて座ったりするとディスフレ 
イ、内部基板、電池パックなどの破損、故障の原 
因となります。また、外部接続機器を外部接続端 
テやステレオイヤホン端子に差した状態の場合、 
コネクタ破損、故障の原因となります。 

• ディスプレイは金属などで擦ったり引っかいたり 
しないで < ださい。 

-傷つくことびあり、故障、破損の原因となりま 
す。 

• オプシヨン品に添付されている個別の取巧説明書 
をよくお読みください。 


♦本端末についてのお願い 

• タッチパネルの表面を強く押したり、 m やボール 
ペン、ピンなど巧の尖ったちので操作したりしな 
いで < ださい。 

-タッチパネルび破損する原因となります。 

• 極端な高温、低温は避けてください。 

-温度は已む〜40む（ただし、3目でし U 上はお風呂 
場などでの一時的な使用に限る）、湿度は4日％〜 
8已％の範囲でご使用ください。 

• 一般の電話機やテレビ-ラジオなどをお使いに 
なっている近くで使用ずると、悪影響を及ぼず原 
因となりまずので、なるべく離れた場所でご使用 
<ださい。 

• お客様ご自身で本端末に登録された情報内容は、 
別にメモを取るなどして保管してくださるようお 
願いしまず。 

-万び一登録された情報内容び消失してしまラこと 
びあってち、当社としては責任を負いかねますの 
であらかじめご了承 < ださい。 

•本端末を落としたり、衝撃をちえたりしないでく 
ださい。 

-故障、破損の原因となります。 

• が部接続端子やステレオイヤホン端子に外部接続 
機器を接続ずる際に斜めに差したり、差した状態 
で引っ張った0しないでください。 

-故障、破損の原因となります。 

• 使用中、充電中、本端末は温かくなりまずび、冥 
常ではありません。そのままご使用ください。 

• カメラを直が日光の当たる場所に放置しないでく 
ださい。 

-素子の退色-焼付さを起こす場合びあります。 

• 通常は夕+部接続端子キャップを閉じた状態でご使 
用 < ださい。 

-ほこり、水などび入り故障の原因となります。 

• リアカバーを外したまま使用しないでください。 

-電池パックびがれたり、故障、破損の原因となっ 
た0しまず。 

• microSD 力ードの使用中は、 microSD 力ードを 
取りがしたり、本端末の電源を切ったりしないで 
<ださい。 

-データの消失、故障の原因となります。 

• 磁気力ードなどを本端末に近づけないでくださし、。 

-キトッシュカード、クレジットカード、テレホン 
カード、フ□ッ ピー ディスクなどの磁気データび 
消えてしまラことがあります。 

• 本端末に磁気を帯びたちのを近づけないでくださ 
い。 

-強い磁気を近づけると誤動作の原因となります。 
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♦電池パックについてのお願い 

• 電池パックは消耗品でず。 

-使用状態などによって異なりますび、十分に充電 
しても使用時間び極端に短くなったときは電池 
パックの交換時期です。指定の新しい電池パック 
をお買い求め < ださい。 

• 充電は、適正な周囲温度（日に〜3已ご）の場所で 
行ってください。 

• 電池パックの使用時間は、使用環境や電池パック 
の劣化度により異なりまず。 

• 電池パックの使用条件により、寿命び近づくにつ 
れて電池パックが膨れる場ちがありますび問題あ 
0ません。 

• 電池パックを保管される場ちは、次の点にごま意 
<ださい。 

-フル充電状態（充電完了後すぐの状態）での保管 
-電池残量なしの状態（本体の電源び入らない程消 
費している状態）での保管 
電池パックの性能や寿命をお下させる原因とな0 
ぶ 9 〇 

保管に適した電池残量は、目まとして電池残量び 
4 日ノ（ーセント程度の状態をお勧めします。 

♦アダプタについてのお願い 

• 巧電は、適正な周囲温度（已ご〜3日に）の場所で 
行ってください。 

• 巧のよラな場所では、充電しないでください。 

-湿気、ほこり、振動の多い場所 
-一般の電話機令テレビ-ラジオなどの近< 

• 巧電中、アダプタが温かくなることがありまずび、 
異常ではありません。そのままご使用ください。 

• DC アダプタを使用して充電する場ちは、自動車の 
エンジンを切ったまま使用しないでください。 

-自動車のバッテ U —を消耗させる原因となりま 
す。 

• 抜け防止機構のあるコンセントをご使用の場ち、 
そのコンセントの取巧説明書に従ってください。 

• 強い衝撃を与えないでください。また、充電端子 
を変おさせないで<ださい。 

- 故障の原因となります。 


♦ ドコモ miniUlM 力ードについてのお 
願い 

• ドコモ miniUlM 力ードの取り付け/取りがしには、 
必要切上に力を入れないでください。 

• 他のに力ードリーダー/ライターなどにドコモ 
miniUlM 力ードを挿入して使用した結果として故 
障した場合は、お客様の責任となりまずので、ご 
ま意ください。 

• に部分はいつちきれいな状態でご使用ください。 

• お手入れは、乾いた柔らかい布（めがね拭をなど） 
で拭いてください。 

• お客様ご自身でドコモ miniUlM 力ードに登録され 
た情報内割ま、別にメモを取るなどして保管して 
くださるよラお願いします。 

-万び一登録された情報内容び消失してしまラこと 
びあってち、当社としては責任を負いかねますの 
であらかじめご了承 < ださし、。 

•環境保をのため、不要になったドコモ miniUlM 
力ードはドコモショップなど窓□にお持ちくださ 
い。 

• にを傷つけたり、不用意に軸れたり、ショートさ 
せた0しないで < ださい。 

-データの消失、故障の原因となります。 

• ドコモ miniUlM 力ードを落としたり、衝撃を与え 
た0しないで<ださい。 

-故障の原因となります。 

• ドコモ miniUlM 力ードを曲げた0、重いものをの 
せた0しないで < ださい。 

-故障の原因となります。 

• ドコモ miniUlM カードにラベルやシールなどを 
貼ったが態で、本端末に取り付けないでください。 

-故障の原因となります。 
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♦ Bluetooth 機能を使用ずる場合のお 
願い 

• 本端末は、 Bluetooth 機能を使用した通信時のセ 
キュリティとして、 Bluetooth 標華規格に華拠し 
たセキュリティ機能に巧応しておりますび、設定 
内容などによってセキュリティが十分でない場含 
がありまず。 Bluetooth 機能を使用した通信を巧 
ラ際にはごを意ください。 

• Blue 化〇化機能を使用した通信時にデータや情報 
の漏;’まび発生しましてち、責任を負いかねまずの 
で、あらかじめご了承ください。 

• 周波数帯について 

本端末の目 luetooth 磯能び使用する周波数帯は次 
のとおりです。 

①感感 

2.4 FH 1 


硬 

(1)2.4 : 240日 MHz 帯を使巧する無線設備を表し 

9 0 

(DFH :変調方式び FH - SS 方式であることをおし 
cjn 9 0 

③]:想定される与干渉距離び 10 m 切下であるこ 
とをおします。 

成 广^ 1 : 240日 MHz 〜2483.已 MHz の 
全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避不可であることを意味します。 

U U 

Bluetooth 機器使用上のま意事項 

本端末の使用周波数帯では、電子レンジなどの家 
電製品や産業-科学-医療用機器のほか、工場の 
製造ラインなどで使用される免許を要する移動体 
識別用構内無線局、免許を要しない特定ル電力無 
線局、アマチュア無線局など（切下「他の無線 
局」と略します）び運用されていまず。 

1. 本端末を使用する前に、近くで r 他の無線局」 

び運用されていないことを確認してください。 

2. 万び 一、 本端末と r 他の無線局」との間に電波 
干渉び発生した場をには、速やかに使用場所を 
変えるか、「電源を切る」など電波干渉を避け 
て < ださし、。 

3. その他、ご不明な点につさましては、本書巻末 
の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせく 
ださい。 
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♦無線 LAN ( WLAN ) についてのお 
願い 

•無線 LAN ( WLAN ) は、電波を利用して情報のや 
り取0を行ラため、電波の届く範囲であれば自由 
に LAN 接続できる利点びありまず。その反面、セ 
キュリティの設定を行っていないときは、悪意あ 
る第兰者に通信内容を盜み見られたり、不正に侵 
入されてしまラ巧龍性がありまず。お客様の判断 
と責任において、セキュリティの設定を行い、使 
用ずることを推奨しまず。 

• 無線 LAN について 

電気製品 • AV • 曰 A 機器などの磁気を帯びている 
ところや電磁波び発生しているところで使用しな 
いで < ださい。 

-磁気や電気雑音の影響を受けると雑音び大さ< 
なったり、通信びできなくなることびあります 
(特に電子レンジ使用時には影響を毒けることび 
お0ます)。 

-テレビ、ラジオなどに近いと夏信障害の原因と 
なったり、テレビ画面び乱れることびあります。 

-近くに複数の無線 LAN アクセスポイントび存在 
し、同じチヤンネルを使用していると、正しく検 
索でさない場をびあります。 

• 周波数帯について 

WLAN 搭載機器び使用する周波数帯は、本端末本 
体の電池パック挿入部に記載されています。ラべ 
ルの見かたはなのとおりです。 

_ ® 感—③® 

2.4 DS /0 F 4 


衝 

① 2.4 : 2400 MHz 帯を使用する無線設備を表し 
ます。 

感 DS :変調方式び DS-SS 方式であることをおし 
ます。 

感日 F :変調方式び日 FDM 方式であることを示し 
よ 9 〇 

®4 :想定される与干渉距離び4〇111政下であるこ 
とを示します。 

@ 1 II II I ： 240日 MHz 〜2483.日 MHz の 
全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避巧能であることを意味します。 

利用可能なチャンネルは国により異なります。 

WLAN を海外で利用する場をは、その国の使用巧 

能周波数、法規制などの条件を確認の上、ご利用 

<ださい。 

航空磯内の使用は、事前に各航空尝社へご確認< 

ださい。 
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吕 .4GHz 機器使用上のま意事項 

WLAN 搭載機器の使用周波数帯では、電子レンジ 
などの家電製品や産業-科学-医療用機器のほか 
工場の製造ラインなどで使用されている移動体識 
別用の構内無線局（免許を要する無線局）および 
特定ィ」\電力無線局（免許を要しない無線局 ）なら 
びにアマチュア無線局（免許を要する無線局）び 
運用されています。 

1.この機器を使用する前に、近くで移動体識別用 
の構内無線局および特定ル電力無線局ならびに 
アマチュア無線局び運用されていないことを確 
認してください。 

と万び 一、 この機器か5移動体識別用の構内無線 
局に巧して有害な電波干渉の事例び発生した場 
合には、速やかに使用周波数を変更するかご利 
用を中断していただいた上で、本書巻末の「総 
合お問い合わせ先」までお問い合わせいただ 
さ、混信回避のための処置など〔例えば、パー 
テイシヨンの設置など）についてご相談<ださ 
い。 

3.その他、この機器か5移動体識別用の特定ル雲 
力無線局あるいはアマチュア無線局に対して電 
波干渉の事例び発生した場合など何かお困りの 
ことび起さたとさは、本書巻末の r 総合お問い 
合わせ先」までお問い台わせ< ださい。 
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♦ FeliCaU —ダー/ライターについて 

•本端末の Fel 忙 a リーダー/ライター機能は、無線 
局の巧許を要しない微弱電波を使用していまず。 

• 使用周波数は13.56 MHz 帯でず。周固で他のリー 
ダー/ライターをご使用の場合、十分に離してお 
使いください。また、他の同一周波数帯を使用の 
無線局び近くにないことを確認してお使いくださ 
し、。 


♦ま意 

• 改造された端末は絶対に使用しないでください。 
改造した機器を使用した場含は電波法にお軸しま 
ず。 

本端末は、電波法に基づ<特定無線設備の技術基 
準適を証明などを毒けており、その証として「技 
適マーク®」び本端まの銘版シールに表示されて 
おります。 

本端末のネジを外して内部の改造を行った場合、 
技術基準適を証明などび無効とな0ます。 

技術基準適合証明などび無効となった状態で使用 
すると、電波法にあ細しますので、絶对に使用さ 
れないよラにお願いいたします。 

• 自動車などを運転中の使用にはごを意<ださい。 
運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の 
対象となります。 

ただし、傷病ちの救護または公共の安全の維持な 
ど、やむを得ない場合は対象がとなります。 

• Bluetooth 機能は日本国内で使用してください。 

本端末の巳 luetooth 機能は日本国内での無線規格 
に準拠し認定を取得しています。 

海がでご使用になると罰せ5れることびあります。 

• Fel に a リーダー/ライター機能は日本国内で使用 
して < ださい。 

本端末の Fel に a U - ダー/ライター機能は日本国 
内での無線規格に準拠しています。 

海がでご使用になると罰せ5れることびあります。 

• 基本ソフトウエアを不正に変更しないでくださし、。 

ソフトウてアの改造とみなし故障修理をお断りす 
る場をびあります。 


11 









防化/防塵性能 


F-12D は、外部接続端子キャップをしっかりと閉 

じ、リアカバーを確実に取り付けた状態で、 

IPX 已※1、 IPX8《2 の防水性能、 IP 己 X&3 の防塵性 

能を有しています。 

IPX 己とは、内径 6.3 mm の注水ノズルを使用し、 

約 3 m の距離から] 2.己 L / 分のおを最低3分間注水 
する条件であらゆる方向から噴流を当ててち、電話 
機としての機能を有することを意味します。 

《2 F -12 D における IPX 8 とは、常温で水道水、かつ静 
水の水深].日 m の所に F -12 D を静かに沈め、約30 
分間放置後に取り出したとをに電話機としての機能 
を有することを意なします。（水中においてカメラ 
機能は使用でをません。） 

《3 IP 日 X とは、保護度合いを指し、直径7日 ym 政下の 
塵埃（じんあい）び入った装置に電話機を8時間入 
れてかくはんさせ、取り出したときに電話機の機能 
を有し、かつ安全を維持することを意味します。 

❖ F -12 D が有ずる防水性能でできること 

• 1時間の雨量が吕 0mm 程度の雨の中で、傘をささ 

ずに通話やワンセグ視聴がでをまず。 

-手び濡れているとさや端末に水滴びついていると 
きには、 U アカバーの取り付け/取り外し、が部 
接続端子キャップの開閉はしないでください。 

• 水深1.已 m のプールの中にミ尤めることびでをまず。 

-水中で操作しないでください。 

-プールの水に浸けるときは、3日分た(内としてく 
ださい。 

-プールの 水びかかった 0、プールの 水に浸けたり 
した場をは、所定の方法 （-^ p .]3) で洗い流し 
て < ださい。 

• お風呂場で使用できまず。 

-湯船には浸けないでください。また、お磊の中で 
使用しないでください。故障の原因とな0ます。 
万び 一、 湯船に落としてしまった場合には、すぐ 
に拾って所定の方法〔- ► P .14) で水掠をしてく 
ださい。 

-温泉や石酸、洗剤、入浴剤の入った水には絶対に 
浸けないで < ださい。 

万び 一、 水道水政外び付着してしまった場合は、 
所定の方法 (- P .13) で洗い流してください。 

-お風呂場では、温度は已で〜4已で、湿度は4日％ 
〜目9%、使用時間は2時間跳巧の範囲でご使用 
<ださい。 

"急激な温度変化は結露の原因とな0ます。寒いと 
ころから暖かいお風呂などに本端末を持ち込むと 
さは、本端末び常温になるまで待ってください。 

-蛇□やシわワーから水やお湯などをかけないでく 
ださい。 


♦ 防水/防塵性能を維持ずるために 

水や粉塵の侵入を防ぐために、必ず;欠の点を守って 
<ださい。 

• 常温の水道水外の液体をかけた0、浸けたりし 
ないで < ださい。 

• が部接続端テを使用するとさには、なの図に示す 
ミゾに指を掛けてキャップを開けてください。 



また、外部接続端子使用後は巧の図に示す方向に 
キャップを閉じ、ツメを押し込んでキャップの浮 
さびないことを確認してください。 



• U アカバーの取0付けかたは、「電池パックの取0 
付け/取りがし」の「■取り付けかた」内で説明 
していまず。 一口.] 巨 

• U アカノ く一は浮さびないように確実に取り付け、 
外部接続端テキャップはしっかりと閉じてくださ 
し、。接触面に微細なゴ S (髪の毛1本、砂粒]つ、 
微細な繊維など）び挟まると、浸水の原因となり 
ぶ 9 〇 

• ステレオイヤホン端テ、マイク（送話□)、受話 
□、スピーカーなどを尖ったちのでつつかないで 
<ださい。 

•落下させないでください。傷の発生などにより防 
水/防塵性能の祟化を招 < ことびあります。 

•外部接続端モキャップ、1」アカバー裏面のゴム 
パッキンは巧水/防塵性能を維持する上で重要な 
役割を担っています。リアカバーをねじるなどし 
て変おさせたり、ゴムパッキンをはびしたり傷つ 
けたりしないでください。また、ゴ S び付着しな 
いよラにしてください。 


防水/防塵性能を維持するため、異常の有無に関 
わらず、2年に1回、部品の交換をおすすめしま 
す。部品の交換は端末をお預かりして有料にて承 
ります。ドコモ指定の故障取扱窓□にお持ちくだ 
さい。 
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♦ご使用にあたつてのを意事頃 

次のイラストで表ずよラな行為は行わないでくださ 
し、。 


<例〉 



強すざる水流を ミち水につける 温まで使ラ 


当てる 

また、次の ミ 主意事項を守って正しくお使いください。 

• 付属品、オプション品は防水/防塵性能を有して 
いません。付属の卓上ホルダに本端末を差し込ん 
だ状態でワンセグ視聴などをする場を、 AC アダプ 
夕を接続していない状態でも、お風呂場、シャ 
ワー室、台所、洗面所などの水周りでは使用しな 
いで < ださい。 

• 規定卜 P .12) 上の強い水流（例えば、蛇□や 
シャワーから肌に当てて痛みを感じるほどの強さ 
の水流）を直接当てないでください。 F -12 D は 
IPX 日の防水性能を有していまずび、内部に水び入 
り、感電や電池の腐食などの原因となります。 

•万び 一、 塩水や海水、清涼飲料水びかかったり、 

ミ尼や±などび付着したりした場合には、ずぐに洗 
い流してください。乾燥して固まると、ミちれび落 
ちにくくな0、傷や故障の原因となります。 

• 熱湯に浸けたり、サウナで使用したり、温風（ド 
ライヤーなど）を当てたりしないでください。 

• 本端末を水中で移動させたり、水面に日 P さつけた 
0しないで<ださい。 

• 水道水やプールの水に浸けるとさは、30分政内と 
して < ださい。 

• プールで使用するとさは、その施設の規則を守っ 
て、使用してください。 

• 本端末は水に浮をません。 

• 水滴び付着したまま放置しないで<ださい。電源 
端子びショートしたり、寒を地では凍結したりし 
て、故障の原因となります。 

• ステレオイヤホン端子、マイク（送話□)、養話 
□、スピーカーに水滴を残さないでください。通 
話不良となる恐れびあります。 

• リアカバーび破損した場合は、 U アカバーを交換 
して<ださい。破損箇所から内部に水び入り、感 
電や電池の腐食などの故障の原因となります。 

• 外部接続端子キャップや U アカバーび開いている 
状態で水などの液体びかかった場合、内部に液体 
び入り、感電や故障の原因となります。そのまま 
使用せずに電源を切り、電池パックを外した状態 
でドコモ指定の故障取扱窓□へご連絡ください。 


• が部接続端テキヤップや1」アカバー裏面のづム 
パッキンび傷ついたり、変形した0した場合は、 

ドコモ指定の故障取扱窓□にてお取誓えください。 


実隙の使用にあたって、すべての状況での動作を 
保証するちのではありません。また、調査の結 
果、お客様の取0扱いの不備による故障と判明し 
た場を、保証の対象がとなります。 
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♦本端末の洗いかた 


外部接続端デキャップが開かないよラに押さえたま 
ま、強くこず5ず水道水で手洗いしてください。 



•規定〔^13.12)政上の強い水流（例えば、蛇口や 
シャワーか b 肌に当てて痛みを感じるほどの強さ 
の水流）を直接当てないで<ださい。 

• U アカバーを確実に取り付けた状態で、外部接続 
端テキャップび開かないよラに押さえたまま、強 
<こすらず常温の水道水で手洗いして<ださい。 

•ブラシ件スポンジ、石酸、洗剤などは使用しない 
で < ださし、。 

• おや±び付着している場合は操作をせず、まず洗 
面器などに溜めた水道水の中で数回ゆすってミちれ 
を落としてか日、流水で洗い流してください。 

• 洗い流した後は表面を乾いたなでよ<巧いて、次 
の方法で水抜をを行った後、自然乾燥させてくだ 
さい。 
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♦化巧をについて 


本端末を水に濡5ずと、巧:き取れなかった水が後か 
5漏れてくることがあ0まずので、次の手順で水抜 
をを行ってください。 

® 本端末をしっかりと持ち、表面、裏面を乾いた清 
潔な巧などでよく拭き取ってください。 



感本端末をしっかりと持ち、20回程度水滴び兩ば 
なくなるまで振ってください。 



感ステレオイヤホン端子、マイク（送話口）、受話 
□、スピーカー、ボタン、巧電端子などの隙間に 
溜まった水は、乾いた清潔な巧などに本端末を 
10回程度振るよラに巧し当てて拭を取ってくだ 
さい。 


® 本端末から出てきた水分を乾いた清潔な巧などで 
十分に巧き取り、自然乾燥させてください。 

• 水を拭さ取った後に本体内部に水滴び残ってし、 
る場をは、水び染み出ることびあります。 

-隙間に溜まった水を綿棒などで直接巧き取らな 
いで < ださい。 


♦巧電のとをには 

充電時、および充電後には、必ず次の点を確認して 

<ださい。 

• 充電時は、本端末び磊れていないか確認して<だ 
さい。本端末び請れている状態では、絶対に充電 
しないで < ださい。 

• 付属品、オプション品は防水/防塵性能を有して 
いません。 

• 本端末び請れている場をや水に濡れた後に充電す 
る場をは、よく水抜ををして乾いた清潔な巧など 
で水をなさ取ってから、付属の卓上ホルダに差し 
込んだり、が部接続端モキゎップを開いたりして 
<ださい。 

• が部接続端モキャップを開いて充電した場合には、 
充電後はしっか0とキャップを閉じてください。 
なお、外部接続端子からの浸水を防ぐため、卓上 
ホルダを使用して充電することをおすすめします。 

• AC アダプタ、卓上ホルダは、お風呂場、シャワー 
室、台所、洗面所などのか周りや水のかかる場所 
で使用しないで<ださい。火災や感電の原因とな 
ります。 

• 磊れた手で AC アダプタ、卓上ホルダに軸れないで 
<ださい。感電の原因となります。 
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ドコモ miniUlM 力ード 


microSD 力ード 


ドコモ miniUlM 力ードとは、電話番号などのお客様 

情報び記録されているに力ードでず。 

• 本端末ではドコモ miniUlM カードのみご利用でき 
ます。ドコモ UIM カード、 FOMA カードをお持ち 
の場合には、ドコモショップ窓口にてお取り醬え 
<ださい。 

• ドコモ miniUlM カードび本端末に取0付けられて 
いないと、一部の機能を利用することびでさませ 
ん /。 

• ドコモ miniUlM 力ードについて詳しくは、ドコモ 
miniUlM カードの取扱説明書をご覧ください。 

♦ ドコモ miniUlM 力ードの取日付け/ 
取日がし 

• 取り付け/取りがしは、本端末の電源を切り 、 U 
アカバーと電池パックを取り外してから行います。 
一口.] 目 

■取り付けかた 

® ドコモ miniUlM 力ードのに面を下にして、挿入 □ 
に差し込む 

• 切り欠さの方向にごミ主意ください。 



■取りがしかた 

① ツメに指をかけ、トレイをまっすぐ引き出ず 
感 ドコモ miniUlM 力ードを軽く押さえなび5、矢印 
の方向へ引き出ず 

• このときドコモ miniUlM 力ードを下方向に強く 
巧し付けないで < ださい。 



♦ microSD 力ードについて_ 

•本端末は、 2 G 巳までの microSD 力ードまたは 
32 GB までの microSDHC 力ードに対応していま 
すに日12年7月現在)。ただし、市販されている 
すべての microSD カードおよび microSDHC カー 
ドの動作を保証するものではありません。対応の 
microSD 力ードは各 microSD 力ードメーカへお 
問いをわせ < ださい。 

♦ microSD カードのデータにアクセスしているとさ 
に、電源を切ったり衝撃をちえた0しないでくだ 
さい。データび壊れる恐れびあります。 

♦ microSD 力ードの取り付け/巧 D 
かし 

• お買い上げ時は、あ5かじめ microSD カード（試 
供品）び取り付け5れています。ご使用前に、 
micmSD カードの取扱説明書ちご覧ください。 

• 取り付け/取り外しは、本端末の電源を切り 、 U 
アカバーと電池パックを取りがしてか5行います。 
一口.1目 

■取り付けかた 

① microSD 力ードの金属端子面を下にして、図の向 
をで挿入□に□ックずるまで差し込む 



■取りがしかた 

① microSD 力ードを軽く押し込んでか！5離し、 
microSD 力ードをまっすぐ引き出ず 
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電おパック 


♦電池パックの取り付け/取り巧し 

•電池パックの取り付け/取り外しは、電源を切っ 
てか5行ってください。 

• リアカバーの取り付け/取り外しは、本端末の 
ディスプレイなどび傷つかないよラ、手に持って 
巧ってください。 

• 本端末び濡れているとさは、水分をよく拭さとっ 
てれら、 リアカバーを取り外してください。 

• 本端末専用の電池パック F 2 日をご利用<ださい。 

■取り付けかた 

® リアカバー取りがし部に m をかけ、リアカバー裏 
のツメを〇〜©の順番でがしてか!5、リアカバー 
を矢印の方向に取りがす 

• 防水/防塵性能を維持するため、 U アカバーは 
しっかりと取り付ける構造となってしほす。取 
りがしにくい場をは、力を入れて取りがしてく 
ださい。 



感電池パックのラベルの矢印面を上にして、電池 
パックの金属端テを本端末の金属端子にちわせて 
〇の方向に差し込みなびら、©のち向に取0巧け 
る 


包 



感リアカバーの向きを確認し、本体に合わせるよラ 
に装着する 


④ リアカバー裏のツメと本端末のミゾを合わはて 
▼部分をしっかりと巧して、完全に閉める 

• 防水/防塵性能を維持するために、浮いている 
箇所びないことを確認しなびら確実に取り付け 
て < ださい。 

※「防水/防塵性能」について一 P . 12 


■取りがしかた 

① 電池パックの取り付けの操作®を行う 
感電池パックの取りがし用ツメをつまんで、矢印の 
方向に持ち上げて取りがず 
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巧电 


❖巧電時のごを意 

•本端末を使用しなびら充電すると、充電び完了す 
るまで時間びかかったり、充電び完了しなかった 
りすることびあります。 

• 充電中は本端末や AC アダプタび温か < なることび 
あ0ますび、故障ではありません。本端末び温か 
くなったとさ、安全のため一時的に充電を停止す 
ることびあ0ます。本端末び極端に熱<なる場合 
は、直ちに使用を中止してください。 

• 次の場合は充電エラーになり、お知らせランプび 
消なします。充電巧能な状態になると、再度充電 
を開始します。 

-充電器の電圧び充電可能な範囲外になった 
-長時間充電しても充電び完了しなかった 
-電池パックまたは端末の温度び充電可能な範囲外 
になった 

• 電池パックの電圧に異常びあると充電エラーにな 
り、お知らせランプび点滅しまず。充電器から取 
り外すか電池パックを取り外して、充電し直して 
ください。 

• 電池切れの状態で充電を開始した場を、電源を入 
れてちすぐに起動しないことびあります。その場 
合は、本端末の電源を切ったまま充電し、しばら 
くしてから電源を入れて<ださい。 

•電池パックを一度取りがし、再度取り付けた直後 
には、電池残量び正しく表おされない場合びあ0 
ます。繰り返し使用することで、電池残量表示び 
補正されます。 


♦卓上ホルダを使って充電 

付属の卓上ホルダ F 38 と別売りの AC アダプタ03 
を使って充電します。 

① microUSB 接続ケーブルの USB プラグを、 AC ア 
ダプタ本体の端デに差し込む 
@ microUSB 接続ケーブルの microUSB プラグを、 
刻が面を上にして卓上ホルダ裏側の端子へ水平に 
差し込む 

感 AC アダプタ本体の電源プラグをコンセントに差 
し込む 

④本端末を卓上ホルダに差し込み、お知5せランプ 
の点なを確認ずる 

• 充電中はお知らせランプび赤く点灯し、充電び 
完了すると消なします。 

® 巧電が終わった5、本端末を卓上ホルダか5取り 
がし、 AC アダプタ本体の電源プラグをコンセン 
卜から抜く 

® AC アダプタ本体と卓上ホルダか SmicroUSB 接 
続ケーブルを巧く 
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♦ AC アダプタを使って巧電 

別売りの AC アダプタ03を使って充電します。 

① microUS 巨接続ケーブルの USB プラグを、 AC ア 
ダプタ本体の端テに差し込む 
感本端末の端子キャップを開け、 microUSB 接続 
ケースレの microUSB プラグを、刻印面を上にし 
てが部接続端子に水平に差し込む 
感 AC アダプタ本体の電源プラグをコンセントに差 
し込む 

• 充電中はお知らせランプびホ<点灯し、充電び 
完了すると消灯します。 

® 充電が終わった5、 AC アダプタ本体の電源ブラ 
グをコンセントか6抜く 

感 AC アダプタ本体と本端末か 5microUSB 接続 
ケーブルを抜を、本端末の端デキャップを閉じる 



♦パソコンを使って巧電 

別売りの PC 接続用 USB ケープル TO ] などで接続す 
ると、本端末をパソコンから充電することびでさま 
す。 

• パソコン上に八ードウエアの検索画面や実行ずる 
動作の選択画面などび表示されたら、「キトンセ 
ル」を選択してください。 
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保証とア フターヴー ビス 


❖保証について 

• 本端末をお買い上げいただくと、保証書び付いて 
いまずので、おずお夏け取り <ださい。記載内容 
および『販売店名-お買い上げ曰』などの記載事 
項をお確かめの上、大切に保管してください。必 
要事項び記載されていない場をは、すぐにお買い 
上げいただいた販売店へお申しつけ<ださい。無 
料保証期間は、お買い上げ曰より]年間でず。 

• この製品は付属品を含め、改良のため予告な<製 
品の全部または一部を変更することびありますの 
で、あ5かじめご了承ください。 

• 本端末の故障-修理やその他お取り扱いによって 
電話帳などに登録された内容び変化-消失する場 
をがあります。万び一に備え電話帳などの内容は 
ご自身で控えをお取りくださるよラお願いします。 

义 本端末は、電話帳などのデータを microSD カードに 
保存してレただ<ことびでさます。 

※本端末は ケータイデータ お預かり サービス （お申し込 
みび必要なサービス）をご利巧いただくことにより、 
電話帳などのデータをお預かりセンターにバックアツ 
プしていただ<ことびでをまず。 

❖アフターサービスにごいて 


■調子び悪い場合は 

修理を依頼される前に、本書または本端末に搭載さ 
れている「使いかたガイド」の「故障かな？と思っ 
た5」をご覧になってお調べください。それでも調 
子びよくないとさは、本書巻末の r 故障お問い合わ 
せ先」にご連絡の上、ご相談<ださい。 

■お問い合わせの結果、修理び必要な場合 

ドコモ指定の故障取扱窓□にご持参いたださます。 
ただし、故障取扱窓□の営業時間内の受付となりま 
す。また、ご来店時には必ず保証書をご持参<ださ 
し、。なお、故障の状態によっては修理に曰数びかか 
る場をびございまずので、あ5かじめご了承<ださ 
い。 

■保証期間巧は 

• 保証書の規定に基づさ無料で修理を行います。 

-故障修理を実施の際は、おず保証書をお持ちくだ 
さい。保証期間内であっても保証書の提示びない 
ちの、お客様のお取0扱い不良（液晶-コネクタ 
などの破損）による故障-損傷などは有料修理と 
なります。 

-ドコモの指定政列•の機器および消耗品の使用に起 
因する故障は、保証期間内であっても有料修理と 
な0ます。 


■次の場合は、理できないことびありま 
ず。 

• お預かり検査の結果、水濡れ、結露•汗などによ 
る腐食が発見された場を和、内部の基板び破損- 
変おしていた場を（が部接続端テ-ステレオイヤ 
ホン端子-液晶などの破損や匡体電裂の場をにお 
いてち修理びでさない可能性びあります） 

《修理を実施でをる場合でを保証対象がになりますので 
有料修理とな0ます。 

■保証期間び過ぎたときは 

ご要望により有料修理いたします。 

■部品の保有期間は 

本端末の補修用性能部品（機能を維持するためにお 
要な部品）の最低保有期間は、製造巧ち切り後目年 
間を基本としておりまず。ただし、故障箇所によっ 
ては修理部品の不足などにより修理びでさない場を 
ちございますので、あ5かじめご了承ください。ま 
た、保有期間び経過した後ち、故障簡所によっては 
修理巧能なことびあ0ますので、本書巻末の「故障 
お問いをわせ先」へお問いをわせください。 

■お願い 

• 本端末および付属品の改造はおやめ<ださい。 

-火災-けび-故障の原因となります。 

-改造び施された機器などの故障修理は、改造部分 
を元の状態に戻すことをご了承いただいた上でお 
受けいたします。ただし、改造の内容によっては 
故障修埋をお断りする場合びあります。 

• 次のよラな場をは巧造とみなされる場をびありま 
す。 

-液晶部やボタン部にシールなどを貼る 
-接着剤などにより本端末に装飾を施す 
-外装などをドコモ純正品似外のものに交換するな 
ど 

• 巧造び原因による故障-損傷の場をは、保証期間 
内であってち有料 j 度理となります。 

• 本端末に貼付されている銘版シールは、はがさな 
いでください。銘版シールには、技術基準を満た 
す証明書の役割びあり、銘版シールび故意にはび 
されたり、貼り替え5れた場合など、銘版シール 
の内容び確認でさないとさは、技術基準適をの判 
断びでさないため、故障修理をお夏けでをなし、場 
をびありますのでごミ主意願います。 

-各種機能の設定などの情報は、本端末の故障•修 
理やその他お取り扱いによってク U ア（リセット） 
される場合びあります。お手数をおかけしますび、 
その場をは再度設定してくださるよラお願いし、た 
し 9 0 

• 修理を実施した場合には、故障箇所に関係なく、 
Wi-Fi 用の MAC アドレスおよび日 luet 日 oth アドレ 
スび変更される場合びあります。 
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-本端末の受話□部やスピーカーなどに磁気を発生 
する部品を使用しています。キトッシュカードな 
ど、磁気の影響を受けやすいものを近づけると 
カードび使えなくなることびありますので、ご注 
意ください。 

-本端末は防水性能を有しておりますび、本端末内 
部が磊れたり湿気を帯びてしまった場をは、すぐ 
に電源を切って電池パックを外し、お早めに故障 
取扱窓□へご来店< ださい。ただし本端末の状態 
によって修理でさないことびあります。 


メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウン 
ド情報などについて 

本端末を機種変更や故障修理をする際に、お客様 
び作成されたデータまたは外部から取り込まれた 
データあるいはダウン□ー ドされたデータなどび 
変化、消失などする場をびあります。これらにつ 
いて当社は一切の責任を負いません。また、当社 
の都合によりお客様の端末を代替品と交換するこ 
とにより修理に代えさせていただく場をびありま 
すび、その際にはこれ5のデータなどは一部を除 
さ交換棲の製品に移し替えることはでさません。 

n n 



F-12D のソフトウェア更新が必要かをネットワーク 
に接続して確認し、必要に応じて更新ファイルをダ 
ウン□—ドして、ソフトウェアを更新する機能でず。 
ソフトウェア更新が必要な場ちには、ドコモのホー 
ムぺージでご案内いたしまず。 

•/お知らせ 

•ソフトウェア更新は、本端ホに登録した電話帳、カメ 
ラ画像、 メール、 ダウン □ー ドデータなどのデータを 
残したまま行えますび、お客様の端末の状態（故障、 
破損、水請れなど）によってはデータの保護びでさな 
い場台びあります。必要なデータはバックアップを 
取っていただ<ことをおすすめしまず。ただし、ダウ 
ン□ー ドデータなど j くックアップび取れないデータび 
ありますので、あらかじめご了承くださし'1。 

♦ご利用にあたって 

• ソフトウてア更新中は電池パックを列さないで< 
ださい。更新に失敗することびあります。 

• ソフトウてア更新を行ラ際は、電池をフル充電し 
ておいて<ださい。更新時は充電ケーブルを接続 
することをおすすめします。 

• 次の場をはソフトウェアを更新でさません。 

-通話中 

-圏外び表示されているとを’ X ’ 

-国際□一 S ング中※ 

-機内モード中& 

-曰 S バージョンアップ中 
-日付と時刻を正しく設定していないとさ 
-ソフトウェア更新に必要な電池残量がないとさ 
-ソフトウてア更新に必要なメモ U 空さ容量がない 
とさ 

※圏が、国際□ーミング中は、 Wi-Fi 接続中であって 
ち更新でをません。 

-ソフトウェア更新（ダウン□ー ド、書き換え）に 
は時間がかかる場合びあります。 

• ソフトウェア更新中は、電話の発信、着信、各種 
通信機能およびその他の機能を利用できません。 
ただし、ダウン□ー ド中は電話の着信は可能です。 
• ソフトウてア更新は電波状態のよい巧で、移動せ 
ずに実施することをおすすめします。電波状態び 
悪い場をには、ソフトウェア更新を中断すること 
びあ0ます。 

•ソフトウェア更新び不要な場合は、[更新の必要は 
ありません。このままお使いください]と表示さ 
れます。 
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•国際□一 s ング中、または圏外にいるとさは[ド 
コモの電波び養信でさない場所、または□ーミン 
グ中は Wi - 円接続中であってもダウン□ー ドを開始 
でさません]または[ドコモの電波び毒信できな 
い場所、または□一 S ング中は Wi - 円接続中であっ 
ても書換え処理を開始できません]と表示されま 
す。 Wi - R 接続中も同様です。 

• ソフトウェア更新中に送信されてきた SMS は、 
SMS センターに保管されます。 

• ソフトウェア更新の際、お客様の F -12 D 固有の情 
報（機種や製造番号など）び、当社のソフトウェ 
ア更新用サーバーに送信されまず。当社は送信さ 
れた情報を、ソフトウェア更新政列■の目的には利 
用いたしません。 

-ソフトウェア更新に失敗した場合に、端末び起動 
しなくなることや、[ソフトウェア更新に失敗しま 
した。]と表示され、一切の操作びできなくなるこ 
とびあります。その場合には、大変お手数ですび 
ドコモ指定の故障取扱窓□までお越しいただをま 
すよラお願いいたします。 

• 円 N コードび設定されているとさは、書さ換え処 
理後の再起動の途中で PIN コード入力画面び表示 
され、 PIN コードを入力する必要びあ0ます。 

• ソフトウェア更新中は、他のアプ U ケーシヨンを 
起動しないでください。 

♦ソフトウェアの即時更新 


1ホーム画面で[設定]►[その他]►[端末情 
報]►[ソフトウェア更新]►[更新を開始す 
る]►[はい] 

田巧の ：待き画面で [メニュー] ► [設定を行 
う] ► [その他の設定を行う] ► [端末情報 
を見る] ► [ソフトウェアを更新ずる] ► 
[更新を開始ずる] ► [はい] 

•ソフトウェア更新の必要びないとさには、[更 
新の必要はありません。このままお使いくだ 
さい]と表示されます。 

2 [ソフトウェア更新を開始します。他のソフ 
卜はご利用にな5ないでください]と表示 
され、約1 Of 少後に自動的に書き換え開始 

• 更新中は、すべてのボタン操作び無効となり、 
更新を中止することびでさません。 

• ソフトウェア更新び完了すると、自動的に再 
起動び行われ、ホーム画面/待受画面び表示 
されます。 


携帯電話機の比の収率 
(SAR) 


この機種 F -12 D の携帯電話機は、国び定めた電波の 
人体暇収に関する技術基準および電波防護の国際ガ 
イドラインに適合しています。 

この携帯電話磯は、国び定めた電波の人体吸収に関 
する技術基準な5びに、これと同等な国際ガイド 
ラインび推奨する電波防護の許容値を遵守するよラ 
設計されています。この国隙ガイドラインは世界保 
健機関 （ WHO ) と協力関係にある国際非電離放射線 
防護委員を aCN ! RP ) び定めたものであり、その許 
容値は使用者の年齢传健康状況に関係な<十分な安 
全率を含んでいます。 

国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の 
許容値を人体頭部に吸収される電波の平均エネル 
ギー量を表す比吸収率 （SAR : Specific 
Absorption Rate ) で定めており、携帯電話磯に对 
する SAR の許容値は2.日 W / k 旨です。この携帯電話 
機の側頭部における SAR の最大値は0.日日巨 W / k 旨で 
す。個々の製品によって SAR にをかの差異び生じる 
ことちありまずび、いずれち許容値を満足していま 
す。 

携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最 
低限の送信電力になるよラ設計されているため、実 
隙に通話している状態では、通常 SAR はよりルさい 
値となります。一般的には、基地局からの距離び近 
いほど、携帯電話機の出力はルさくなります。 

この携帯電話磯は、側頭部切外の位置でち使用可能 
です。 NTT ドコモ推奨のキャ1」ングケース等のアク 
セサ U を用いて携帯電話機を身体に装着して使用す 
ることで、この携帯電話機は電波防護の国隙ガイド 
ラインを満足します X ’ 2 。 NTT ドコモ推奨のキャリン 
グ ケース 等のアクセヴ1」をご使用にならない場をに 
は、身体から1.已センチ政上の距離に携帯電話磯を 
固定でさ、金属部分の含まれていない製品をご使用 
<ださい。 

世界保健機関は、『携帯電話び潜在的な健康 U スクを 
もた5すかどうかを評価するために、これまで2日年 
政上にわたって多数の研究び行われてさました。今 
日まで、携帯電話使用によって生じるとされる、し、 
かなる健康影響も確立されていません。』と表明して 
います。 

さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界 
保健機関のホームページをご参照ください。 
http :// www . who . int / docstore / peh - emf / 
publications/fa 巳 ts _ press / fact 」 apanese.htm 
SAR について、さらに詳しい情報をお知りにな0た 
い方は、次のホームページをご参照ください。 

総務省のホームページ 

http :// www . tele . soumu . go . jp / j / sys / ele / 
index.htm 
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一般社団法人電波産業をのホームページ 
http :// www . arib - emf . org / index 02 .html 
ドコモのホームページ 

http :// www . nttclocomo . co . jp / product / sar / 

富±通のホームページ 

http :// www . fmworld . net / product / phone / sar / 

》1技術基準については、電波法関連省令（無線設備親 
則第14条の 2) で規定されていまず。 

《2携帯電話機本体を側頭部政列でご使用になる場をの 
SAR の測定法については、平成22年3月に国隙規 
格 CIEC 62209 -2) び制定されました。国の技術 
基準については、平成23年10月に、諮問第118 
号に関して情報通信審議会情報通信技術分科会より 
一部答申されています。 

♦ Declaration of Conformity 

u u 

I he product " F -12 D ' is declared to conform 
with the essential requirements o 干 
European Union Directive 1 白白目/已 /EC 
Radio and Telecommunications Terminal 
Equipment Directive 3.1( a ), 3.1( b ) and 3.2. 
The Declaration of Conformity can be found 
on http :// www . fmworlcl . net / procluct / phone / 
doc /. 

n —n 

This mobile phone complies with the EL ) 
requirements for exposure to radio waves . 
Your mobile phone is a radio transceiver , 
designed and manufactured not to exceed the 
SAR * limits for exposure to radio - 
frequency ( RF ) energy，which SAR value , when 
tested for compliance against the standard 
was 0.497 W/kg for HEAD . 0.3] 日 W / k 呂 for 
BODY . While there may be differences 
between the SAR * levels of various phones and 
at various positions , they all meet the EU 
requirements for RF exposure . 

* The exposure standard for mobile phones 
employs a unit of measurement known as the 
Specific Absorption Rate , or SAR . 

林 The SAR limit for mobile phones used by the 
public is 2.0 watts/kilogram ( W / K 呂 ） averaged 
over ten grams of tissue , recommended by 
The Council of the European Union . The limit 
incorporates a substantial margin of safety to 
give additional protection for the public and to 
account for any variations in measurements . 


*** Tests for SAR have been conducted using 
standard operation positions with the phone 
transmitting at its highest certified power 
level in all tested frequency bands . Although 
the SAR is determined at the highest certified 
power level , the actual SAR level of the phone 
while operating can be well below the 
maximum value . This is because the phone is 
desi 呂 ned to operate at multiple power levels 
so as to use only the power required to reach 
the network . In general , the closer you are to a 
base station antenna , the lower the power 
output . 

♦ Federal Communications 
Commission ( FCC ) Notice 

• This device complies with part 1 已 of the FCC 
rules . 

Operation is subject to the following two 
conditions : 

① this device may not cause harmful 
interference , and 

(D this device must accept any interference 
received , including interference that may 
cause undesired operation . 

• Changes or modifications made in or to the 
radio phone , not expressly approved by the 
manufacturer , will void the user's authority to 
operate the equipment . 

♦ FCC RF Exposure Information 

This model phone meets the U . S . 
Government's requirements for exposure to 
radio waves . 

This model phone contains a radio transmitter 
and receiver . This model phone is designed 
and manufactured not to exceed the emission 
limits for exposure to radio frequency ( RF ) 
energy as set by the FCC of the U . S . 
Government . These limits are part of 
comprehensive guidelines and establish 
permitted levels of RF ener 旨 y for the general 
population . The guidelines are based on 
standards that were developed by 
independent scientific organizations through 
periodic and thorou 旨 h evaluation of scientific 
studies . 
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The exposure standard for wireless mobile 
phones employs a un け o 干 measurement known 
as the Specific Absorption Rate ( SAR ). The 
SAR limit set by the FCC is 1.6 W / kg . Tests for 
SAR are conducted using standard operating 
positions as accepted by the FCC with the 
phone transmitting at its highest certified 
power level in all tested frequency bands . 
Although the SAR is determined at the highest 
certified power level , the actual SAR level of 
the phone while operating can be well below 
the maximum value . This is because the phone 
is designed to operate at multiple power levels 
so as to use only the power required to reach 
the network . In general , the closer you are to a 
wireless base station antenna , the lower the 
power output level of the phone . 

Before a phone model is available for sale to 
the public , it must be tested and certified to 
prove to the FCC that it does not exceed the 
limit established by the U . S . government - 
adopted requirement for safe exposure . The 
tests are performed on position and locations 
(for example , at the ear and worn on the body ) 
as required by FCC for each model . The highest 
SAR value for this model phone as reported to 
the FCC，when tested for use at the ear , is 
0.3已 1 W / kg , and when worn on the body , is 
0.521 W / kg . ( Body-worn measurements differ 
among phone models , dependin 旨 upon 
available accessories and FCC requirements ). 
While there may be differences between the 
SAR levels of various phones and at various 
positions , they all meet the U . S . government 
requirements . 

The FCC has granted an Equipment 
Authorization for this model phone with all 
reported SAR levels evaluated as in 
compliance with the FCC RF exposure 
guidelines . SAR information on this model 
phone is on file with the F 仁 C and can be found 
under the Equipment Authorization Search 
section at http :// www . fcc . gov / oet / ea / fccid / 
(please search on FCC ID VQK-Fl 2 D ). 

For body worn operation , this phone has been 
tested and meets the FCC RF exposure 
guidelines when used with an accessory 
desi 旨 Dated for this product or when used with 
an accessory that contains no metal and 
which positions the handset at a minimum 
distance of 1.0 cm from the body . 


《 In the United States, the SAR limit for wireless 
mobile phones used by the general public is 
1.6 Watts/kg (W/kg), averaged over one gram 
0 干 tissue. SAR values may vary depending upon 
national reporting requirements and the 
network band. 

This equipment has been tested and found to 
comply with the limits for a Class 日 digital 
device , pursuant to part 1 已 of the FCC Rules . 
These limits are desi 呂 ned to provide 
reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation . This 
equipment generates , uses and can radiate 
radio frequency energy and , if not installed and 
used in accordance with the instructions , may 
cause harmful interference to radio 
communications . However , there is no 
guarantee that interference will not occur in a 
particular installation . 

If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception , 
which can be determined by turning the 
equipment off and on , the user is encouraged 
to try to correct the interference by one or 
more of the following measures : 

- Reorient or relocate the receiving antenna . 

- Increase the separation between the 
equipment and receiver . 

- Connect the equipment into an outlet on a 
circuit different from that to which the 
receiver is connected . 

- Consult the dealer or an experienced radio / 
TV technician for help . 
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♦ Important Safety Information 

AIRCRAFT 

Switch off your wireless device when boarding 
an aircraft or whenever you are instructed to 
do so by airline staff . げ your device offers flight 
mode or similar feature consult airline staff as 
to whether it can be used on board . 

DRIVING 

Full attention should be given to drivin 呂 at all 
times and local laws and regulations 
restricting the use of wireless devices while 
driving must be observed . 

HOSPITALS 

Mobile phones should be switched off 
wherever you are requested to do so in 
hospitals , clinics or health care facilities . 
These requests are desi 宜 ned to prevent 
possible interference with sensitive medical 
equipment . 

PETROL STATIONS 

Obey all posted si 呂 ns with respect to the use 
of wireless devices or other radio equipment in 
locations with flammable material and 
chemicals . Switch off your wireless device 
whenever you are instructed to do so by 
authorized staff . 

INTERFERENCE 

Care must be taken when using the phone in 
close proximity to personal medical devices , 
such as pacemakers and hearing aids . 

Pacemakers 

Pacemaker manufacturers recommend that a 
minimum separation o 干 1 已 cm be maintained 
between a mobile phone and a pace maker to 
avoid potential interference with the 
pacemaker . To achieve this use the phone on 
the opposite ear to your pacemaker and does 
not carry it in a breast pocket . 

Hearing Aids 

Some digital wireless phones may interfere 
with some hearing aids . In the event of such 
interference , you may want to consult your 
hearing aid manufacturer to discuss 
alternatives . 

For other Medical Devices : 

Please consult your physician and the device 
manufacturer to determine if operation of your 
phone may interfere with the operation of your 
medical device . 


輸出管巧規制 


本製品及び付属品は、日本輸出管理規制 （r 夕+国為替 
及び夕+国貿易法」及びその関連法令）の適用を受け 
る場含びありまず。また米国巧輸出規制 Export 
Administration Regulations) の適用を受けます。 
本製品及び付属品を輸出及び再輸出ずる場合は、お 
客様の責任及び費用負担において必要となる手続き 
をお取りください。詳しい手続をについては経済産 
業省または米国商務省へお問含せください。 


知的が産権 


♦着作権-肖像権 

お客様び本製品を利用して撮影またはインターネッ 
卜上のホームページか5のダウン□ードなどにより 
取得した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第王 
者び善作権を有するコンテンツは、私的使用目的の 
複製や引用など菁作権法上認め5れた場含を除さ、 
菁作権者に無断で複製、改変、公衆送信などはでさ 
ません。 

実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっ 
てち撮影または録音を制限している場をびあります 
のでごミ主意 < ださい。 

また、お客様び本製品を利用して本人の同意なしに 
他人の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本 
人の同意なしにインターネット上のホームページに 
掲載するなどして不特定多数に公開することは、肖 
像権を侵害する恐れがありますのでお控えください。 

♦商標 

本書に記載されているを社名和商品名は、各社の商 
標または登録商標です。 

•「 FOMA 」 「 i モード」「 i アプリ」「 i モーション」 
「デコメ®」「デコ;><絵文宇®」「ケータイデータお頂 
かりサービス」 「 mopera」[mopera UJ f i チャ 
ネル」「おサイフケータイ」 r 公共モード」「エリア 
メール」 「 sp モード」 「 d メニュー」「しやベってコ 
ンシェル」は NTT ドコモの商標または登録商標で 
す。 

• 「キトッチホン」は曰本電信電話株式を社の登録商 
標です。 

• McAfee ®、 マカフイー®は米国法人 McAfee , Inc . 
またはその関係を社の米国またはその他の国にお 
ける登録商標です。 
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本製品は、株式尝社 ACCESS の NetFr 日 nt 
Browser . NetFront Document Viewer を搭載 
しています。 

ACCESS . ACCESSDd ； NetFr 日 nt は、日本 
国、米国、およびその他の国における株式舎社 
A 仁 CESS の登録商標または商標です。 
Copyright 2012 
ACCESS CO .， LTD . All 


AC が SS NetFront 


rights reserved . 

•「 AT 日 K 」 は株式尝社ジトストシステムの 
登録商標です。 「 ATOK 」 は、株式を社 し吗 

ジトストシステムの善作物であり、その [ AHA . 
他権利は株式会社ジャストシステムおよび各権利 
ちに帰属します。 

• ；3はフエ U カネットワークス株式含社の登録商標 
です。 

• FeliCa は、ソニー株式会社の登録商標です。 

• 日 R コードは株式芸社デンソーウてーブの登録商標 


です。 

• StationMobile ® は株式 
を社ピクセラの登録商標 
です。 


Station 


W/obile 


• microSDHC □コ‘は SD -3 C , LLC の商標で 空芭 

す。 口^ 

• Microsoft ®. Windows®、Windows Media ®、 
Windows Vista ®、 PowerPoint ®!^. 米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国 
における商標または登録商標でず。 

• Microsoft Excek Microsoft Word は、米国の 
Microsoft Corporation の商品名称です。本書で 
は Excel 、 Word のよラに表記している場をびあり 


9 〇 

• 本書では各 0 S (曰本語版）を次のよラに略して表 
記しています。 

-Windows 7は、 Microsoft ® Windows ® 7 
( Starter、Home Basic . Home Premium 、 
Professional 、 Enterprise 、 Ultimate ) の略で 
す。 

-Windows Vista は 、 Windows Vista ® (Home 


Basic、Home Premium 、 Business 、 
Enterprise 、 Ultimate ) の略です。 

Windows XP は、 Microsoft ® Windows ® XP 


Professional operating system または 
Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 


operating system の略です。 

• Google 、 Android、Google Play、Gmail は、 
Google , Inc . の登録商標です。 

• 巳 luetooth ® とその□ゴマークは 、 Bluetooth 
SIG , INC の登録商標で、株式を社 NTT ドコモはラ 
イセンスを受けて使用していまず。その他の商標 
および名称はそれぞれの所有ちに帰属します。 

-この機器に搭載されているフォントは株式舎社モ 
リサワより提供を受けており、フォントデータの 
善作権は同社に帰属します。「丸3’シック体」「明 
朝体」は、同社の登録商標または商標でず。 


Wi - 円®、 Wi-Fi Alliance ®、 WMM ®、 , 
Wi - Fi □ゴおよび Wi - 円 CERTI 円 ED □ゴ 
は Wi-Fi Alliance の登録商標です。 

Wi-Fi CERTIFIED ™, WPA ™. WPA 2™、 


CERTIFIED 


Wi-Fi 


Protected Setup ™ および Wi-Fi Direct ™ は Wi-Fi 
Alliance の商標です。 

• A 日 SSTM は株式を社バッファ□一の商標です。((|>)) 


コ 

Association 


日巳 EXtm は 、 Infrared Data Association®F 
の商標です。 

本製品に搭載されているゲーム「麻雀」、「将棋」 

は、株式尝社ディー-エ3? • エーの著作物であり、 
善作権は同社に帰属します。 

その他、本書に記載されているを社名や商品名は、 
各社の商標または登録商標です。 


♦その他 

• 本製品の一部分に 、 Independent JPEG Group 
び開発したモジュールび含まれています。 

• FehCa は、ソニー株式尝社び開発した非接触に 
カードの技術方式です。 

• 本製品は、 MPEG -4 Visual Patent Portfolio 
License に基づさライセンスされてお0、お客様 
び個人的かつ非営利目的においてし^下に記載する 
場合においてのみ使用することび認められていま 
す。 

- MPEG -4 Visual の規格に準拠する動画や i モー 
ション 似下、 MPEG -4 Video ) を記録する場 

ム 

-個人的かつ営利活動に従事していない消費萄こ 
よって記録された MPEG -4 Video を再生する場 

厶 

- MPEG 丄 A よりライセンスを毒けた提供ちにより 
提供された MPEG -4 Video を再をする場合 
プ□モーション、社内用、営利目的などその他の 
用途に使用する場合には、米国法人 MPEG LA . 
LLC にお問い含わせください。 

• 本製品は、 AVC ポートフォ U オライセンスに基づ 
さ、お客様び個人的に、且つ非商業的な使用のた 
めにの AVC 規格準拠のビデオ似下 「 AVC ビ 
デオ」と記載しまず）を符号化するライセンス、 
および/またはか） AVC ビデオ（個人的で、且つ 
商業的活動に従事していないお客様により符号化 
された AVC ビデオ、および/または AVC ビデオを 
提供することについてライセンス許諾されている 
ビデオプ□パ’イダーから入手した AVC ビデオに限 
ります）を復号するライセンスび許諾されており 
ます。その他の使用については、黙示的にち一切 
のライセンス許諾びされておりません。さらに詳 
しい情報については 、 MPEG LA . ししじから入手 
できる可能性びあります。 
http :// www . mpegla.com をご参照ください。 
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• 本製品は、 VC-1 Patent Portfolio License に基 
づさ、お客様び個人的に、且つ非商業的な使用の 
ためにの VC-1 規格準拠のビデオ似下 rvc-1 
ビデオ」と記載します）を符号化するライセンス、 
および / または （ n) VC-1 ビデオ（個人的で、且 
つ商業的活動に従事していないお客様により符号 
化された VC-] ビデオ、および / または VC-1 ビデ 
才を提供することについてライセンス許諾されて 
いるビデオプ □ バイダーから入手した VC- 1 ビデオ 
に限ります）を復号するライセンスび許諾されて 
お 0 ます。その他の使用については、黙示的にち 
一切のライセンス許諾びされておりません。さら 
に詳しい情報については 、 MPEG LA, LL.C. か 5 
入手できる可能性びあります。 
http://www.mpe 旨 la.c 日 m をご参照ください。 

• 本製品に搭載している HMM 音声を成エンジンは、 
修正 BSD ライセンスを使用していまず。 


The HMM-Based Speech Synthesis System 
(HTS) 

hts_engine API developed by HTS Working 
Group 

http://hts-engine.sourceforge.net/ 


Copyright© 

2001-2010 Na 旨 oya Institute of 
Technology, Department of Computer 
Science 

2001-2008 Tokyo Institute of Technology. 
Interdisciplinary Graduate School of Science 
and En 呂 ineerin 呂 All rights reserved. 
Redistribution and use in source and binary 
forms，with or without modification, are 
permitted provided that the followin 旨 
conditions are met: 

- Redistributions of source code must retain 
the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer. 

- Redistributions in binary form must 
reproduce the above copyright notice, this 
list of conditions and the followin 旨 
disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the 
distribution. 

- Neither the name of the HTS working 旨 roup 
nor the names of its contributors may be 
used to endorse or promote products 
derived from this software without specific 
prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED 己 Y THE 
COPYRIGHT HOLDERS AND 
CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES. 
INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND 円 TNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. 
IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT 
OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL 
SPECIAL EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, 
BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS 
OF USE, DATA. OR PR 日円 TS: 日 R BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 
ON ANY THE 日 RY 日 F LIABILITY. WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE. EVEN IF ADVISED OF THE 
P 日 SS 旧 lUTY 白 F SUCH DAMAGE. 

• 端末本体メモリには故下の辞書コンテンツびイン 
ストールされています。 

く岩波書店 > 

広辞苑第六版 DVD-R 日 M 版（内蔵版）（新巧出編 ) 
く兰省堂〉 

デイ U — コンサイス和英辞巧（内蔵版）（兰省堂編 
修所編） 

デイリーコンサイス英和辞典（内蔵版） （= 省堂編 
修所編） 
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♦才ープンソースソフトウエア 

• 本製品には 、 Apache License V2.0 に基づきラ 
イセンスされるソフトウエアに当社び必要な改変 
を施して使用しております。 

• 本製品には 、 GNU General Public 
IJcense(GPL)、GNU Lesser General Public 
License (LGPL )、 その他のライセンスに基づく 
ソフトウエアび含まれておりまず。 

ライセンスに関する詳細は、次をご参照ください。 
Mmm ： ホーム画面で [ 設定 ] ► [ その他 ] ► 
[ 端末情報 ] ► [ 法的情報] ► [オープンソースラ 
イセンス ] 

待受画面で [>< ニュー] ► [設定を巧 
ラ ] ► [ その他の設定を行ラ] ► [端ま情報を見 
る ] ► [ 法的情報を確認する] ► [オープンソー 
スライセンス ] 

• 本製品で使用しているオープンソースソフトウエ 
アのソースコードは 、 GPL (http:// 

WWW . 吕 nu.or 旨 / licenses/old-licenses/ 邑が - 
と 0.html )、 LGPL (http://www.gnu.org/ 
licenses/I 邑 pl-2 丄 html)、MPL (http:// 
www.mozilla.org/MPL/MPL-l.1.html)、CPL 
(http://www.eclipse.or 旨 / le 邑 al/cpi-v ] O.html) 
の規定に従い開示しております。 

詳細については处下のサイトの本製品に関する情 
報をご参照ください。 

http://www.fmworld.net/product/phone/sp/ 

android/develop/ 


SIM □ツク解除 


本端末は SIM □ック辭除に対応していまず 。 SIM 
n ックを辭除すると他社の SIM カードを使用するこ 
とがでをます。 

• SIM □ ック解除は、ドコモショップで受付をして 
おります。 

• 別途 SIM □ ック解除手数料びかかります。 

• 他社の SIM カードをご使用になる場合、ご利用に 
なれるサービス、機能などび制限されます。当社 
では、一切の動作保証はいたしませんので、あ b 
かじめご了承ください。 

• SIM □ ック解除に関する詳細については、ドコモ 
のホームページをご確認ください。 
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ご契約内容の確認•変更、各種サービスのお申込、 

各種資料請求をオンライン上で承ってお0まず。 

SP モー ドから d メニュー 与「お客様サポートへ J 
与 r 各種お申込-お手続さ」 

(パケット通信料無料） 

パソコンから My docomo 

(http://www.mydocomo.conn/) 
^を種お申込-お手続さ 

&SP モードからご利用になる場合、 r ネットワーク暗証番 
号」び必要となります。 

&SP モードからご利用になる隙は、…部ち料となる場合 
がお0ます。 

※パソコンからご利用になる場合、 rdocomo D/ パスワ 
ード」び必要となります。 

&「ネットワーク暗証番号」および rdocomo ID/ パスワ 
ード」をお持ちでない方•お忘れのちは、本書卷モの「総 
合お問い合わせ先」にご相談ください。 

※ご契約巧容によってはご利用になれない場合びありま 
ず。 

※システムメンテナンスなどにより、ご利巧になれない場 
合びあります。 


マナーもいっしょに携帯しましょう 


こんな場台は必ず電源を切りましょラ 

■使用禁止の場所にいる場合 
航空機内、病院内では、おず端末の電源を切って 
<ださい。 

※医用電気機器を使用している方びいるのは病棟内だ 
けではありません。□ビーや待合室などでち、必ず 
電源を切って < ださい。 

■満員電車の中など、植込み型む臓ペースメーカお 
よび植込み型除細動器を装着した方がおくにいる 
可能性がある場合 

植込み型む臓ペース;>< 一力および植込み型除細動 
器に悪影響を与える恐れびあ0ます。 

こんな場台は公共モードに設定しましょラ 

■運転中の場ち 

運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の 
対象となりまず。 

ただし、傷病者の救護または公共のま全の維持な 
ど、やむを得ない場合を除をます。 

■劇場-映画館-美術館など公共の場所にいる場ち 
静かにするベさ公共の場所で端末を使用すると、 
周囲の方への迷惑になります。 


使用する場所や声-着信音の大きさにま意しま 
しぶラ 

■ レストランやホテルの□ビーなどの静かな場所で 
端末を使用する場合は、声の大ささなどに気をつ 
けましよラ。 

■街の中では、通巧の巧げにな6ない場所で使用し 
ましよつ。 

プライバシーに配慮しましよラ 
カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信 
を行う際は、プライバシーなどにご配慮くださ 
•し、。 


こんな機能が公共のマナーを守0ます 

かかってさた電話に応笞しない設定や、端末から 
鳴る音を消す設定など、便利な機能びあります。 
♦公共モード（ドライブモード/電源 OFF ) 

電話をかけてさた相手に、運転中もしくは携帯 
電話の利用を控えなければならない場所にいる 
旨のガイダンス、または電源を切る必要びある 
場所にいる旨のガイダンスび流れ、自動的に電 
話を終了します。 

♦バイブレーション 

電話びかかってさたことを、振動でお知5せし 
よ9 〇 

♦マナーモード 

着信音や操作音など端末から鳴る音を消すこと 
びでさます。 

音の種類ごとに音量とバイブレーションを設定 
することちでさます。 

※ただし、シゎッター音は消せません。 

そのほかにも、留守番電話サービス、転送でんわ 
サービスなどのオプションサービスび利用でさま 
す。 

n n 

ご不要になった携帯電話などは、自社- 
巧\ 他社製品を問わず回収していまずので、 
お近くのドコモショップへお持ちくださ 

イル'リなイ3山'：?ジトロー0 し 1〇 

※回収対象；携帯電話、 PHS 、 電池パッ 
ク、充電器、卓上ホルダ（自社-他社製品 
を問わず回収） 


この印刷物は U サイクルに配慮されて製本されています。不要 
となった際は、回収、 U サイクルに出しましよう。 








が合お問い合わせ巧 
<6<6<ホンセンター> 


ぶ障お問い合わせ巧 


■携帯電話/一般電話共通 

(6 く5く）（みんな） 

^0120-6969-37 

※一部の IP 空話か6は接病でをない場合があ0まず。 

受付時間午前9 : 00〜午を8 : 00 (年中無休) 


■ ドコモの携帯電話か6の場合 

凸(局番なしの） 113 (無料） 

&一股里話などか日はご利用になれません。 

■一般電話などか6の場合 

画 01 S 0- S 00-000 

※一部の IP 空話からは接続でをない場合があります。 

受付時間24時間（年中無休） 


参番号をよくご確認の上、お間違いのないようにおかけください。 

参各種手続さ、故障-アフターサービスについては、上記お問い合わせ巧にご連絡いただ < か、ドコモホームページにてお近 < のドコモショップ 
などにお問い合わせ<ださい。 

ド コモ ホームぺージ htt | D :// www . nttdocomo . co.j 日/ 


おがでの紛失、を難、精算などについて ■ 巧がでのが障について 

<ドコモインフオメーシヨンセンター>(24時間受付）_ ■ _ <ネットワークオペレーシヨンセンター〉 （24 時間受巧) 


• ドコモの携帯電話か6の場合 


♦ ドコモの携帯電話か5の場合 


巧在国の国際電話 
アクセス番号 


-81-3 -巨832-巨百0 0* (無料) 


*- おち話などでかけた場合には、日本向け通話料びかかります。 

& F - 1 2 D からご利用の場合は、+81 -3 -已 832-6600 でつな力でまず 
( 「+」は roj キーを1秒切上タッチします)。 

♦一般電話などか S の場合 < ユニバーサルナンパー> 


滿在国の国際電話 
アクセス番号 


-81-3-6718-1414# 撫料) 


* -般電話などでかけた場合には、日本向け通話料が占、かりまず。 

《 F - 1 2 D からご利用の場合は、 + S 1 -3-6718-141 4でつなびりまず 
( r +」 は「0」キーを1秒 W 上タッチしまず)。 

♦—般電話などか6の場合〈ユ ニ バーヴルナンバー> 


ユニバーサルナンバー用 
国際識別番号 


-8000120-0151 


ユニバーサルナンバー用 
国際識別番号 


■800呂93 1-8600* 


ゎち在国巧通話料などびか占ぶ場合があります。 

※主要国の国際電話アクセス番号/ユニバーサルナンバー用国際識別番号は、 
ドコモの「国際サービスホームページ」をご質 < ださい。 


*滿在国巧通話料などびかかる場合びあります。 

※主要国の国際電話アクセス番号/ユニバーサルナンバー用国際識別番号は、 
ドコモの「国際サービスホームページ」をご賣< ださい。 


参がかをななどにちわれたら、速やかに巧用中巧手続ををお巧0< ださい。 

♦お客様が應乂をれた端巧に巧居び巧をした場さは、ご帰国をにドコモ指をのな盾巧巧ち□へご持参 < ださい。 



ドコモ「あんしん」ミッション 
みんなが、まふ、を、携帯できる巧のやへ。 
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